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みなさん、こんにちは。２月下旬からだんだんと暖かくなってきましたが、昼夜の温度差がありま

すので、風邪などひかないよう体調管理には充分お気をつけ下さい。 

 

◎地域交流施設で、健康推進教室が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 高齢者の場合 

    体が動きにくくなると、自分自身の足の手入れが出来なくなり、気力

もなくなってきます。たとえ自分でやろうと思っていても足の手入れ

を上手に出来ません。すると傷などの足の変化に気づきにくく、放置

したままにすると重大な病変に進行してしまうことがあります。 

 

☆ 糖尿病・透析の患者さんの場合 

・糖尿病の患者さんでは、血管障害・神経障害・感染症を合併するので、

足病変が重症化しやすいです。 

・透析の患者さんでは、更に血管が石灰化するのでより重症化しやすい

です。 

 

大切な足を守るためには、ご自身の日々のお手入れ（フットケア）が重要に

なります。ご自身の足の状態を知り、その状態に合わせた方法で手入れをし

ていくことが大切です。 

 

 

 

今回は、看護師による「フットケア」についてのお話です。 

フットケアって何のためにするの？ 

・年金費 

・医療費 

・介護費、その他 

 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 高齢者の場合 

   自分で爪切りが出来ない為に起こるものが多いです。 

 

☆ 糖尿病の患者さんの場合 

・血管障害・神経障害・易感染性が三大要因で、下肢切断に至るケー

スもあります。これらを予防する事が重要となりますので、早期発

見に努めましょう。 

・血管障害では、末梢から血流不足に陥り、黒くミイラ化していきま

す。 

・神経障害では、感覚が無くなる事により生じる異物の刺入、足の指

や足の変形、発赤などに留意します。 

・感染症は急激に進行するので、局所の発赤、腫れ、熱感など以外に

全身性の感染症所見等にも留意します。 

 

☆ 透析の患者さんの場合 

腎臓の機能が低下して、老廃物が体外に排泄できなくなった時に透

析は行われます。透析を行うことで、ほぼ全ての患者さんに血管の

石灰化が生じます。血管が石灰化すると、末梢動脈疾患につながり

ます。透析の患者さんは、低栄養や免疫不全により感染症を起しや

すく、傷の治りも遅くなります。 

 

 

 

     

足病変はなぜ起こるの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足病変について 

☆ 白癬 

   足病変で最も多いのが白癬です。爪に出来るものは爪白癬と言いま

すが、どちらも原因は同じです。治療法としては、お風呂上がりに

良く乾燥させて、抗真菌剤をつける事です。特に指の間は、細菌感

染を合併しやすく、下肢切断の引き金になる事もあります。白癬に

は、かゆくないものもありますので、気になる方は専門家にみても

らいましょう。 

 

☆ 陥入爪・巻き爪 

陥入爪も巻き爪も爪の変形で起こります。爪が組織に食い込み、赤

く腫れて炎症を引き起こしたものが陥入爪で、巻き爪では炎症は起

こりません。 

 

☆ 水疱 

水疱とは、皮膚の下に体液がたまった状態をいいます。足に水疱を

作る原因は、糖尿病によるもの、靴ずれ、やけどなどがあります。 

 特に糖尿病の患者さんは、低温やけどを起こす事があります。神経

障害のため、発見が遅れると重症化しやすくなります。また治療に

は、数か月かかる事もしばしばあります。 

   

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 毎日足を観察しましょう 

「早期発見、早期治療」が大変重要です。毎日足の隅々まで見て触っ

て、よく観察しましょう。見えないところは鏡を使ったり、ご家族に

協力してもらったりしましょう。 

 

☆ 足の清潔を保ちましょう 

感染を防ぐためには清潔を保つことが重要です。石鹸をよく泡立てて、

柔らかいタオルやスポンジで優しく洗いましょう。 

 

☆ 爪は切り過ぎないようにしましょう 

深爪に注意しましょう。 

 

☆ 自分の足に合った靴をはきましょう 

つま先に１センチ程度の余裕があり、足の形にあった靴を選びましょ

う。神経障害がある方は靴の中に異物がないか、よく確認してから履

きましょう。 

 

☆ 素足を避け、靴下を履いて、傷から足を守りましょう 

靴下を履くことで水虫の予防や足の保護になります。吸湿性の良い綿

素材の靴下を選びましょう。また、感覚障害がある人は、痛みが分か

りにくく傷ついたり、出血しても分からない為、白い靴下を履き異常

がすぐわかるようにしましょう。 

 

☆ やけどに注意しましょう 

湯たんぽや電気あんかなどの低温やけどに注意しましょう。 

 

    

   

     

  

フットケアの方法 



 

 

 

 

 

 

普段から足に傷を作らないよう細心の注意をはらい、毎日よく足を観察して、

フットケアを行うことで足病変を予防することができます。 

異常の早期発見が重要ですので、気になる事や異常を見つけた場合、主治医又

は専門の病院を受診することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大牟田地域住民医療・介護情報共有拠点事務室 OSKER 

大牟田の医療・介護施設情報を掲載しています。どなたでも好きな写真を投稿できるギャラリー

を製作いたしましたのでご紹介いたします。次号は「検査について」をご紹介します。  

 

TEL  0944-57-2007  

                          Web サイト https://osker.org/ 

健康な体を維持し、 

住み慣れた地域で楽しい生活を 

続けましょう 。 

終わりに 

https://osker.org/

